
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

巻頭言 

「エレソ編集出版事業の発展に向けて」 

エレクトロニクスソサイエティ副会長（編集出版担当） 

東盛 裕一 (ＮＴＴエレクトロニクス) 

 

エレクトロニクスソサィ

エティの副会長（編集出版）

を担当しておりますＮＴＴ

エレクトロニクスの東盛で

ございます。よろしくお願い

致します。 

昨年度までは，和文論文誌

編集委員長を担当しており，本年度からエレソにお

ける和文誌，英文誌，ELEX（レター電子版）の編

集出版に関する対応をさせていただいています。 

図１に 2000 年度以降のエレソにおける和文誌，英

文誌，ELEX の投稿件数推移を示すと共に，それぞ

れの論文誌の特長を紹介させていただきます。 

         図１ 

和文論文誌は，昨年度 500 号記念特集号が発行さ

れ，エレクトロニクス分野での日本語論文誌として

一定の評価を頂きました。また日本語で読める手軽

さから，ダウンロード数も 3000 件/月と多くの方に
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読まれています。最近では投稿件数自体はやや伸び

悩んでいますが，和文論文誌Ｃは電子情報通信学会

の各論文誌の中でも査読期間は短く，レターでは最

短で４日程度なので，和文誌の良さを見直していた

だき，多くの方に投稿いただければと思います。 

英文論文誌に関しては 2000 年以降安定した投稿

をいただいており，毎月，電子情報通信学会の研究

会との連携による特集号が組まれております。エレ

ソの扱う分野をほぼ網羅しておりますので，情報量

としても大変充実しております。引き続き多くの方

のご投稿をお願いいたします。 

ELEXは 2004年度に電子情報通信学会論文誌の中

ではじめて電子版のみのレター論文誌として創刊さ

れました。その後，国内外の多く方から投稿をいた

だき，昨年度は IF（Impact Factor）～0。51 の評価を

いただきました。創刊当初は ELEX 普及と投稿促進

のため，非会員のみの投稿の許可，投稿無料化施策

を行いました。その後順次有料化，会員限定投稿化

を行ないましたが，引き続き投稿数は順調に増加し

ており，エレソの論文投稿活性化，会員数増加にも

貢献しております。尚，現状の投稿分野はエレソの

みならず基礎・境界，通信ソサィエティ分野の論文

を受け入れており，査読に際しては関連ソサィエテ

ィの皆様に多大な協力をいただいております。電子

版レターは各ソサィエティでも導入検討が行なわれ

ており，ELEX がそれぞれのソサィエティでの検討

の一助になれればと考えております 

最後に，日頃各論文誌の編集委員，査読委員とし

て，質の高い論文誌の維持と早急な査読作業に貢献

していただいている各論文誌の委員の皆様に感謝い

たします。 

 

著者略歴： 

1986 年東京工業大学電子物理工学科博士課程終了，工

学博士。同年，日本電信電話株式会社，厚木研究所配属，

波長可変光源，光半導体機能素子，半導体集積回路等の研

究開発・実用化に従事。1999 年研究開発リーダー，2007

年より研究開発部長，2009 年より NTT エレクトロニクス

・技術開発センタ，企画部長及び生産技術部部長。電子情

報通信学会エレクトロニクスソサエティ賞（2005)，論文

賞（1987， 2004)等受賞。レーザ量子エレクトロニクス研

究会(LQE)委員長(2005)， 集積光デバイスと応用技術時限

研究会（ IPDA）委員長 (2009-2010)，  和文論文誌幹事

(2007)， 同委員長(2008-2009)， エレソ編集副会長(2010

～)， LEOS 東京チャプター幹事(2006-2007)，LEOS Senior 

Member 

 

 

寄稿 

「２１世紀・次の１０年に望む」 

           ＥＬＥＸ編集委員長 

井筒 雅之 (東京工業大学) 

 

前回，2001 年 1 月号の巻

頭言を書かせて頂いて以来

丁度 10 年，筆者の歳のせい

も多分にあるが，あっとい

う間の 21 世紀最初の 10 年

間であった。 

この 10 年，報道によると

輸出産業のお陰で最低限の

経済成長は持続してきたとのことだが，物価と給与

は着実に下がり，景気が良いとか成長しているとか

の感じを持てないうちに過ぎた。この間，製造業の

空洞化，失業率の増大と非正規雇用の増加，出生数

の減尐と高齢人口の増加は着実に進んだ。国際的に

は，21 世紀は 9。11 に象徴される異文化衝突の過激

化に始まり，2 年前のリーマンショックによって金

融界の未熟性が露呈すると共に経済界は大混乱，今

も再調整が続いている。国内では円高が進み，半世

紀ぶりの政権交代は政治的混迷に拍車を掛け，近隣

諸国との軋轢が激化する等，本気で社会の枠組みに

手を加えざるを得ない局面にも拘わらず，既得権益

を守ろうとする守旧派は依然勢を張っている。 

一方で新しい技術の社会への浸透は着実に進んで

いる。エレクトロニクス分野でも，情報通信，エネ

ルギー，ロボット，自動車関連他，列挙するまでも

ない。これらの基礎となる材料・デバイス技術もた

ゆみなく進歩し，将来の技術シーズとして期待され

る基礎研究課題も数多く出現している。次の 10 年，



技術革新がさらに進み，その成果が社会にうまく還

元されて，情報社会の深化と共に，新しい形態の産

業や市場，活動が創出され，社会に活況が取り戻さ

れることを切に望む。 

技術革新は着実に進み，莫大な金融資産が滞留し

ているにも拘わらず，衰退社会への転落が真顔で議

論されるほど社会に停滞感・閉塞感が充満している

のは何故なのか。尐子高齢化，団塊世代の大量退出

など，人口動態の急激な変化，就職氷河期の発生や

不安定な雇用形態，世代間格差の拡大，等々，社会

の持続的発展に向け，解決すべき課題が山積してい

る。 

中でも教育改革は喫緊の最重要課題である。明る

い未来を望むにはより良い人的資源の育成が不可欠。

しかるに，高等教育だけを見ても，大学入学定員の

だぶつきによる入試制度の破綻と新入生の学力不足，

採用側の新卒者偏重と加熱する就職活動の大学教育

への悪影響は深刻である。そして大学院。特に博士

取得を目標とする学生は，指導教員の主宰する研究

室活動の実質的担い手として重用され，脇目もふら

ず自身の研究課題に没頭するが，広い視野からの把

握力やリーダシップ力の涵養は，もっぱら学生自身

の持って生まれた資質や自覚的努力に任される。研

究費を競争的資金に依存している限り，指導教員も

目標達成に追われ，博士学生に対して，次世代リー

ダーを育てるべく教育的に目配りする余裕を持ち難

い。受託研究費からは原理的に教育的経費は支出不

能である。社会的な要請を満たすリーダシップある

優秀な人材の育成には，視野を広げる機会，コミュ

ニケーション能力を高める機会をカリキュラムに組

み込むなど，博士学生教育の変革が不可欠である。 

明るい未来を目指す上での最重要事項として，腰

を据えて教育システムの改革に取り組むべきだと思

う。 

 

著者略歴： 

昭 50 阪大・院（基礎工・電気）了。工博。同学助手，

助教授を経て平 8 郵政省・通信総合研究所（現 NICT）。平

18 同所・高級研究員。平 20 より東京工業大学・特任教

授。日本学術会議・連携会員，早大理工・客員教授。信学

会論文賞，業績賞。櫻井賞。信学会／IEEE フェロー。応

物／OSA 会員 

 

新フェロー寄稿 

「研究と経済学－サンクコストの話－」 

雤宮 好仁 (北海道大学) 

 

研究を能率よく進めるた

めには，節目ごとに方針の見

直しが欠かせない。貴重な資

金を使うので，学問上の判断

に加えてコスト-ベネフィッ

トの判断も大切になる。その

ときには経済学の教えが参

考になるかもしれない。 

ここで言う経済学とは，教科書にあるような経済

学ではなく「行動ファイナンス」のことを指す。こ

れは，人々は常に合理的に行動するとは限らない，

という前提に立って市場の動きを考える理論である。

金融学と心理学が融合したもので，八年ほど前にノ

ーベル賞の対象にもなった。ここでは，行動ファイ

ナンスが教える「サンクコストの呪縛」とそれが研

究方針の判断に与える影響について考えてみよう。 

サンクコストとは sunk cost（埋没費用），つまり，

何かのプロジェクトに投資したコストのうちプロジ

ェクトから撤退しても回収できないものを言う。サ

ンクコストが問題なのは，これが合理的な判断を大

いに妨げるからである。 

たとえば，ある企業が総工費 500 億円をかけた新

工場で新商品の生産を始めたが，その売れ行き不振

でプロジェクトは大きな赤字に陥ったとしよう。そ

のとき経営者はどのように決断すべきであろうか。 

この場合の合理的な決断は，撤退して新しいプロ

ジェクトに目を向けることである。しかし経営者の

心中にはこれまでの投資コストが去来する。工場の

土地を売り，製造装置の一部を他の事業に転用する

として，どうしても 200 億円が回収できないとしよ

う。この 200 億円をサンクコストと呼ぶ。 

サンクコストが大きいと，心理的に撤退を決断し

難くなる。なぜなら撤退すればサンクコストを回収



する機会が永久に失われるからである。そのため現

実には撤退を先延ばしにして傷を拡げることが多い，

と行動ファイナンスは教えている。これをサンクコ

ストの呪縛と言う。しかし合理的に言えば，このサ

ンクコストは投資が行われた段階で将来の経営判断

には無関係なものになったと考えるべきである。 

前置きが長くなったが，サンクコストの問題は科

学的な研究プロジェクトでもしばしば発生し，プロ

ジェクト見直しの大きな障害となることがある。と

くにハード系の基礎研究でその可能性が大きいであ

ろう。新しい材料・デバイス・システムを研究する

ためには，コストをかけて専用の製造装置や測定装

置をそろえる必要がある。それで研究がうまく進展

すれば問題ないが，常にそうなるとは限らない。た

とえば研究の途中で目標を達成できない理由が発見

されるかもしれない。あるいは，競争相手のグルー

プにとても追いつけないとか，いつのまにか研究テ

ーマそのものが陳腐化した，ということになるかも

しれない。そのとき研究者には決断が必要となる。 

その合理的な決断は商品生産プロジェクトなどよ

りも難しい場合がある。とくに，研究資金が税金で

あれば，サンクコストの放棄は研究者の良心にかけ

て避けたいところである。購入装置だけでなく，こ

れまで費やした長い時間もサンクコストに勘定しな

ければならない。そのほか撤退を妨げる心理的要素

がたくさんある。科学の研究は不確実なので，続け

ていれば何かブレークスルーが出るかもしれない。

目標と違った方向に進んでも有用な成果が出るかも

しれない。それに，成果を金額で評価し難いので，

プロジェクトの赤字を実感することがむずかしい。 

したがって，研究プロジェクトを立ち上げるとき

は，開始前の熟考がとりわけ大切になる。研究成功

の可能性，期待成果と投資コストの見合い，いろい

ろな不確定要素への対策など，それらをすべて考慮

して研究リーダーはプロジェクトを発進させる。し

かしそれでも思うようにいかないものが研究であり，

失敗と認めざるを得ない場合が来るかもしれない。

そのとき研究リーダーは勇気ある撤退を決断できる

であろうか。 

 

著者略歴： 

昭 45 東工大・理工・電子卒，昭 50 同大学院博士課程

了。同年電電公社電気通信研究所，昭和 62 NTT LSI 研究

所，平成５年より北大教授。工博。CMOS デバイスや量子

素子を用いた機能的な電子回路と LSI の開拓に従事。 

 

 

新フェロー寄稿 

「通信用途以外にも応用が広がるマイクロ

波誘電体共振器」 

石川 容平 (村田製作所) 

 

このたび電子情報通信学

会よりフェローの称号を賜

りました。誠に名誉なこと

であり，ご推薦頂いた方を

はじめ，多くの関係された

皆様に心より謝意を表しま

す。諸先輩，同僚，後輩の

方々に技術者として育てて

頂いたお陰であり感謝の念に絶えません。 

大学では物理学を専攻しましたが，電気が苦手で

特に電気回路図にはアレルギー的感覚を持っていま

した。超伝導ＮＭＲの実験装置を組み立てたお陰で

尐し高周波回路の動作が理解でき，入社後にマイク

ロ波技術を担当することになりました。 

70 年代は情報化時代と呼ばれ，移動体通信やパー

ソナル通信がまさにこれからという時期でした。

1979 年 12 月にスタートした電電公社の自動車電話

システムの研究開発の最終段階に，アンテナ共用誘

電体フィルタの開発に従事できた事は，私にとって

極めて幸運な出来事であったと思います。多くの

方々のご協力を頂いて，電電公社の自動車電話シス

テムの無線端末用アンテナ共用装置に誘電体フィル

タが全面的に採用されたことは望外の喜びでした。

1983 年米国でスタートしたセルラーシステム用端

末に多くのメーカーが誘電体フィルタをアンテナ共

用装置として採用して頂きました。このとき大幅な

コストダウンのために世界初のセラミック表面への

無電解銅メッキプロセスを採用しました。米国市場



で大量に流れる製品に対して顧客であるセットメー

カーが積極的に信頼性試験で安全性を確認して頂い

た賜物だと今も感謝しています。このシステムが立

ち上がった僅か一年後には累積開発投資を回収して

黒字化が達成できたことは米国セルラー市場の当時

の勢いを示すものであり，技術開発の努力はその恩

恵を大きく受けることができました。 

移動体電話・携帯電話の歴史は小型化，高機能化

との戦いであったように思います。初期モデルの 20

年後には大きさはすでに数百分の一まで小型化され，

超小型のハンディー端末の実現に貢献できたことは

大きな喜びでした。また第二世代は 90 年代に始まっ

たデジタル化の時代でした。電池の寿命を延ばすた

めと端末の防御指針をクリアーするために携帯端末

の出力レベルを極力抑える命題がありました。塔頂

アンプの導入によって基地局感度の６ｄＢ改善が達

成でき，その分端末の送信負荷が軽減され安全性と

小型軽量化が同時に達成することになりました。デ

ジタル化がスタートする時点で，基地局用高電力誘

電体フィルタがシステムに貢献できたことは，技術

者として大きな誇りでもありました。この技術は大

学から導入した基本技術をセラミック技術で実用化

したものであり，産学連携の成功例を対象とした名

誉ある井上春成賞を受けることになりました。ここ

で開発した技術の一つに，誘電体セラミックの非線

形評価技術があります。当時の基地局装置のトラブ

ルの多くは絶縁体や金属の持つ３次高調波歪が引き

起こすものでした。この評価技術によって誘電体共

振器は高い電力性能を持つという印象を業界内で定

着させるに至りました。 

現在マイクロ波に携わる多くの技術者はミリ波の

新しい展開やメタマテリアル技術，あるいは無線電

力伝送技術の実用化等をめざしています。またマイ

クロ波と材料の新しい形の相互作用を利用した材料

プロセスに多くの研究者が取り組んでいます。これ

らの新しいテーマにマイクロ波誘電体の技術がます

ます使われていくことを期待します。 

 

著者略歴： 

1972 年名古屋大学理学研究科修士課程修了。同年（株）

村田製作所入社。2003 年同社取締役執行役員。2008 年京

都大学客員教授。2009 年同社常任技術顧問 

受賞歴 2006 年文部科学大臣表彰科学技術賞（工学博士） 

 

新フェロー寄稿 

「誘電体物性工学に基づく有機電子材料評

価手法に関する研究」 

岩本 光正 (東京工業大学) 

 

表題の題目にてフェロー

受賞をした。ご支援頂いた関

係各位にまずはお礼申し上

げる。以下では，簡単に，受

賞にいたった研究の背景に

ついて，述べさせていただき

たい。 

有機エレクトロニクスでは，もちろん，電子やホ

ールなどのダイナミックな動きをデバイス中で制御

して，有効な機能を引き出すための技術に関心が集

まる。したがって，材料中でのキャリヤ輸送が中心

課題となる。有機トランジスタ，有機ＥＬ，有機太

陽電池など，最近，研究の展開が著しいデバイスを

とってみてもこのことは変わらない。一方，誘電体

物性工学は，キャパシタや絶縁など，キャリヤの巨

視的な動きを封じる技術を中心に展開してきたもの

である。そこでは，材料の分極や流れの遮断という

ことに注目が集まる。以上をまとめると，有機エレ

クトロニクスと誘電・絶縁工学では，本質的にキャ

リヤの振舞に対する興味は異なり，あえて言うなら

「動」と「静」，まさに反対ということである。しか

し，扱う対象はともに電子であり双極子である。電

磁気学的にみるなら，マックスウェル方程式で記述

される現象に相違ない。したがって，誘電体物性工

学的立場からダイナミックなキャリヤ輸送を考える

こと，逆に，有機エレクトロニクス的立場から静的

なキャリヤ挙動を扱う方法を模索することは，あっ

て然るべきということになる。 

ところで，エレクトロニクス材料として扱われる

材料の基本物性は，誘電率εと導電率σによって理

解される。その比τ(=ε/σ)は，緩和時間であり，材



料内におけるキャリヤの拡がり時間を表す。σが小

さい絶縁材料ならτは無限大となり，σが大きい導

電材料ならτは零に近づく。有機エレクトロニクス

分野では，最近，多くの移動度の大きな半導体材料

が発見され，有機ＦＥＴ，有機ＥＬ，有機太陽電池

へとその応用が活発である。しかるに，τの値から

みると，ペンタセンはじめ多くの材料のτは大きく，

発見された材料はむしろ誘電体や絶縁体に近いと見

た方が良いものが大半である。このことは，有機半

導体材料自身は誘電体的性質を色濃く残している材

料とみなしてよいことを示している。すなわち，誘

電体性質の要となる誘電分極現象やその解析のため

に用いる電荷から発する電界に注目してキャリヤ挙

動を観測する方法を適用することが極めて有効にな

り得ることを示唆している。 

筆者は，このような状況から，すなわち誘電体物

性工学の立場を出発点として研究を進め，有機材料

の電子・正孔のキャリヤ輸送のダイナミックスを観

測する方法と，双極子の回転を観測する方法を提案

した。前者に対しては，電界誘起光第 2 次高調波法

であり，後者に対してはマックスウェル変位電流法

である。前者では，ガウスの法則に従ってキャリヤ

から発生する電界が作る材料内の非線形分極の伝搬

過程が観測される。また，後者では，双極子の回転

に伴い，双極子の作る電場分布の変化が変位電流と

して観測される。以上のようにして，新しい方法に

よってキャリヤの動きが，有機デバイス中はもとよ

り分子レベルで観測されるようになった。 

有機エレクトロニクスに関連した材料は多い。特

に，最近は，新物質が次々に見出されている。しか

し，材料中でのキャリヤの挙動は，電磁気学や量子

論で記述される世界である。開発した手法はこうし

た基礎学問を背景としている。したがって，今後開

発されるデバイス中のキャリヤの挙動は，開発した

手法により解き明かされ，その物性がエレクトロニ

クスとの関連で明らかになると考える。 

 

著者略歴： 

1975 年東京工業大学工学部電気工学科卒業，1977 年，

1981 年，同大学電気工学専攻修士，博士修了（工学博士）。

受賞：1986 年電気学会学術振興賞論文賞，1991 応用物理

学会 学会賞 A 受賞，2001 年電子情報通信学会エレクトロ

ニクスソサイエテイ賞，2010 年応用物理学会フェローな

ど 

 

寄稿 

「次世代ディスプレイ研究の促進に向けて」 

電子ディスプレイ研究専門委員会 委員長 

藤掛 英夫 (ＮＨＫ) 

 

 映像関連技術は，今後も引

き続きエレクトロニクス分

野を牽引していきます。電子

ディスプレイ（EID）研究専

門委員会は，その出口を担う

ディスプレイの材料・デバイ

ス・システム・サービス・ヒ

ューマンファクター分野を幅広くカバーします。そ

して，各種研究会の活動，全国大会のセッション企

画，英文論文誌ディスプレイ特集号の編集，トピカ

ルなテーマ講演会の自主開催を通して，同分野の研

究促進と情報発信に努めています。 

昨今，フラットパネルディスプレイの製造技術が成

熟しつつあり，そのような中でディスプレイ分野を

活性化するためには，現状技術の延長のみならず，

次世代ディスプレイを模索しなければなりません。

EID 委員会では，次世代のシーズ・ニーズを見極め

る上で，「ディスプレイのフレキシブル化」，「画像技

術の連携による高画質化」，「コンテンツとの連携」

がキーになると考えており，それらの研究促進に積

極的に取り組んでいます。 

①ディスプレイのフレキシブル化 

薄くて軽く柔軟なディスプレイパネルの出現は，デ

ィスプレイの携帯性・収納性を飛躍的に高めます。

また，小型から大型のディスプレイ用途まで新たな

視聴スタイルを創出するため，今後の情報サービス

形態を変革していくキーデバイスとして期待されま

す。さらにフレキシブルディスプレイは，有機半導

体や印刷形成を用いたフレキシブルエレクトロニク

スを基盤として，将来，生活環境に溶け込みながら



（ハードを意識させずに）情報を必要な時だけ提示

するアンビエントディスプレイに進化する可能性も

あります。すなわち，フレキシブル化・ストレッチ

ャブル化・大面積化などにより，既存の（局面）構

造物との一体化が容易になります。このフレキシブ

ルディスプレイは総合技術であるため，その推進に

は個別の要素技術だけでなく，用途を含めた幅広い

関連分野を結集することが必要です。そこで，EID

委員会ではフレキシブルディスプレイシンポジウム

を 2008 年に新設して毎年開催しています（今年度は

CEATEC2010 と連携開催）。その中では，高画質化・

大画面化・カラー化・低コスト化などの技術開発は

もとより，情報インフラの活用による用途開拓も活

発に議論しています。 

②画像技術の連携による高画質化 

昨今のデジタル技術の進展に伴って，映像システム

の高度化が期待されています。実際に現在，高精細

化，フレームレートの高速化，色再現域の拡大，ダ

イナミックレンジの拡張（高コントラスト化）など

が強く求められています。これまでのシステム開発

では，主として個別の機器改良が行われてきました

が，抜本的な高画質化には，撮像・記録・伝送・表

示というような川上から川下までの映像システムを，

画像処理や符号化も交えてトータルで見直していか

なければなりません（弱い部分がボトルネックにな

るため）。EID 委員会では，映像の高画質化に向けた

取り組みの一環として，画像工学研究専門委員会と

連携して，横断的なテーマのシンポジウムを大会の

企画で提案することで，異種技術の交流の場を広げ

るとともに議論を深めています。 

③コンテンツとのコラボレーション 

昨今の電子ディスプレイは汎用タブレット端末のよ

うに，ソフトウェア・コンテンツ・サービスととも

に発展するケースが増えています。今後も，様々な

情報コンテンツの特質を生かすためのディスプレイ

開発が加速していきます。ディスプレイ産業のさら

なる発展には，情報サービスとの連携が不可欠とい

っても過言ではありません。そこで EID委員会では，

今年度，オープンな議論の場を設けるため，次世代

ディスプレイ研究フォーラムと称する講演会（勉強

会）を設立しました。本フォーラムでは，同分野で

ご活躍の講師の方々を交えて，今後のディスプレイ

のあり方を考えていきます。今回は特に３Ｄ，電子

書籍，電子ペーパーを取り上げて，今後のデジタル

メディアにおけるコンテンツとディスプレイの関係

性について，社会背景，現状技術および発展の方向

性に関して議論を行います。 

上記以外の注目分野としては，入力機器との連携

があります。タッチパネルやポジションセンサーの

発達により，人間と画像の相互作用が強くなり，そ

れらの距離が狭まっていきます。画像の出口に，人

間を含めたフィードバック機能が加わると，新しい

概念の映像システムやコンテンツが創出されること

でしょう。そのような意味で，電子ディスプレイの

扱うべき分野は，ますます拡がっていくと考えてい

ます。 

最後に，私自身の紹介をさせていただきます。私は

放送局のビデオエンジニアを経た後，研究所にてテ

レビ撮像や照明用の液晶光学フィルターの研究（光

領域での前処理）に従事しました。さらに最近は，

液晶や有機 EL を用いた動画用フレキシブルディス

プレイの研究を推進しています。映像分野を一貫し

て扱ってきたため，今でも映像技術者・研究者をエ

ンカレッジできる夢の種はないかと考えています。

その思いは，EID の活動にも繋がっています。 

今後の電子ディスプレイは，情報の出口という従来

の役割だけでなく，上記のように高度なヒューマン

インターフェースとして発展していきます。さらに

は，コンテンツを通して人の感情に直結しながら，

ライフスタイルにも影響を及ぼしていきます。皆様，

新しい映像技術・文化を創造していくため，EID の

活動にぜひともご支援をお願いいたします。 

 

著者略歴： 

昭 58 東北大・工・通信卒。昭 60 同大大学院修士課程了。 

同年 NHK 入局。 同長野局を経て，昭 63 より放送技術研

究所に勤務。 以来，表示用液晶材料・素子や液晶光学素

子の研究に従事。 現在，同所表示・機能素子研究部主任

研究員。東京理科大客員教授。博士（工学）。平 13 電子情

報通信学会論文賞。 



 

寄稿 

「シリコン材料・デバイス分野の動向と研究会

の活動」 

シリコン材料・デバイス研究専門委員会 委員長 

遠藤 哲郎 (東北大学) 

 

シリコン材料・デバイス

研究専門委員会は，半導体・

トランジスタ研究専門委員

会を前身として，1987 年に

シリコン技術をベースにし

た研究会とするために現在

の委員会名に名称変更して

いる。この諸先輩方のシリコン技術に対する熱き思

いと努力により，シリコン技術は円熟の域となり，

シリコン技術の重要性はますます高まっている。 

1960 年から始まった MOSFET は，そのデバイス

サイズを現在 1/1000 万までに微細化され，飛躍的な

性能向上を達成している。ムーアの法則と呼ばれる

この成長のシナリオにより，100 倍以上の動作周波

数の違いを持つシステムや，10000 倍以上の待機電

力の違いを持つシステムをシリコン CMOS という

同じデバイス構造でカバーするに至っている。その

結果，シリコン CMOS 技術は，携帯電話などのロー

パワー機器から，サーバなどのハイエンド機器まで

をカバーする技術へと発展し，今後とも社会の発展

に大きく寄与していくと確信している。 

一方で，この発展を維持するためには，シリコン

技術には新しい展開が求められている。なぜならば，

微細化に伴い待機電流が増大し，配線遅延時間が増

大するなどシリコン集積回路技術を支えてきたスケ

ーリング則に綻びが生じ始めているからである。こ

れに加えて，大規模で微細な LSI の開発・生産にお

けるコストの沸騰や生産性の低下も大きな課題とな

っている。これらの問題を解決するのは，やはりシ

リコンをベースとした材料・デバイス技術であり，

従来のスケーリング則を越えるブレークスルー技術

が広範囲に研究開発されている。具体的には，歪み

シリコンなどの高移動度チャネル技術・ゲートスタ

ック技術などの新材料・プロセス技術や，縦型

MOSFET などの３次元構造デバイス技術等による

More Moore 技術，システムインパッケージ技術や３

次元集積回路技術や MEMS・光配線・センサーとの

システム融合技術などの More Than Moore 技術，ス

ピントロニクス技術やアトミックスイッチ技術など

の Beyond CMOS 技術など，近年のシリコン技術の

研究・開発は多岐にわたっている。 

本研究専門委員会では，これらの広範囲な学問分

野・技術分野からなる将来のシリコン材料・デバイ

ス全般を対象として，ほぼ毎月の研究会，ならびに

ソサイエティ大会と総合大会における一般講演を実

施している。また，最近では，本研究専門委員会の

研究活動を，アジアや環太平洋地域へとグローバル

に展開することを目指して，本研究会と電子デバイ

ス研究専門委員会が，韓国の大韓電子工業会と共催

で，AWAD(Asia-Pacific Workshop on Fundamentals and 

Application of Advanced Semiconductor Devices)を毎

年開催している。1993 年の発足当時は，韓国と日本

のみからの参加であったが，2000 年から化合物半導

体技術をスコープに加え，最近では，米国，台湾，

中国，マレーシア，ウクライナ等からの参加も行わ

れており，今年も 75 件の研究発表を通じて，半導体

デバイス技術の国際交流に貢献した。 

これらの企画と開催は，副委員長の奈良安雄氏と

幹事団の小野行徳氏，大西克典氏を中心とした各専

門委員のご尽力に負うところが極めて大きい。特に，

毎月の研究会では，当該研究分野をリードする委員

に現地世話人になっていただき，魅力的な招待講演，

発表プログラム，懇親・意見交換の場を準備してい

ただくなど多くのご尽力をいただいている。 

専門委員会を構成する全委員による上述の献身的

な努力・工夫によって，次世代を担う若手研究者の

探究心を磨く場として，また新しい技術の方向性を

開拓する有意義な議論の場として，SDM の研究会が

多くの人々に歓迎され，シリコン技術に流れる良き

伝統を継承できてきたと考える。小職も微力ながら，

諸先輩方が積み上げてきた良き伝統を継承する共に，

広範囲に広がるシリコン技術の将来像に鑑み，関連

研究専門委員会との連携加速による革新技術の発掘



を目指すなど，新しい工夫をしていく所存である。

また，今後のシリコン技術の革新には，本学会員ほ

か多くの半導体技術者の英知を結集することが不可

欠であり，学会活動が産学官の“連携の場”として

有効に機能することが重要と考える。 

今後の学会活動の活性化と更なるシリコン技術の

発展を願い，皆様のご協力・ご尽力をお願いする次

第である。 

 

著者略歴： 

1987 年東京大学理学部物理学科卒業。1995 年東北大学

より工学博士取得。1987 年㈱東芝入社 NAND フラッシュ

メモリの研究開発に従事。1995 年より東北大学電気通信

研究所講師を経て，2008 年より同大 学際科学国際高等研

究センター教授，2010 年より同大省エネルギー・スピン

トロニクス集積化システムセンター副センター長。 

現在は，３次元構造デバイス・メモリなど高性能ＣＭＯＳ

デバイス，３次元集積回路，スピンメモリと CMOS 集積

回路の融合研究に従事。2001 年第３回 LSI IP デザイン・

アワード受賞，2009 年応用物理学会「JJAP 論文賞」受賞 

 

 

寄稿 

「ポリマー光配線の早期実用化を願って」 

ポリマー光回路時限研究専門委員会 委員長 

三上 修 (東海大学) 

 

本年度から委員長を務め

ることになりました。本学会

活動では，量子エレクトロニ

クス研究会の幹事，英文論文

誌の編集長・幹事等を経験し

ています。20 年近く前のこ

とであり，古巣に帰った気分

です。本時限専門委員会も，

これまで戒能俊邦先生（東北大学），小林壮一先生（千

歳科学技術大学）が 2 年間ずつ歴代の委員長として

の重責を果たされ，3 期目に入りました。この機会

に本時限専門委員会の設立趣意書をあらためて目を

通してみました。 

ブロードバンド通信や情報処理の高速化に伴い，

従来の電気配線のボトルネックを解消すべく，光配

線網が拡大しており，経済的な光配線の要望に対応

するポリマー光回路に関する研究開発が盛んに行わ

れている。これまでは，電子情報通信学会をはじめ

とする各学会の大会や専門研究会，あるいは学会誌

等で特集を組んでポリマー光回路に関する研究発表

を行っていたが，現状ではポリマー光回路に関する

情報交換の機会は継続的なものではなく，各研究機

関が連携を行う環境も整えられていなかった。そこ

でポリマー光回路の実用化に向けて研究開発を促進

させることを目的とし，研究者間の継続的・有機的

交流の場として，また異分野間での連携の環境を整

備する場として，「ポリマー光回路時限研究専門委員

会」を設置することになった。 

この趣意書にありますように，取り扱う重要なテ

ーマの一つがポリマー光配線です。この研究テーマ

に身を置くものとして，この場を借りて雑感を述べ

させていただきます。10 年近く前に，「電気配線か

ら光配線へ」という機運が高まった。光配線の導入

によって，１）高速伝送が可能，２）EMI やノイズ

の問題がない，３）消費電力が減尐して ECO である，

などの大きな効果が期待されるということであった。

電気インターコネクションに代わり，光インターコ

ネクション実装技術の重要性が認識されはじめ，１

９９９年より５ヵ年計画，予算規模総計５０億円の

電子 SI(System Integration)という光電気実装技術に

関する研究開発の大型国家プロジェクトがスタート

した。このプロジェクトは，経済産業省の指導を得

て，ASET(Association of Super－Advanced Electronics 

Technologies)とよばれる研究組織が作られ，民間企

業より多数の研究者が派遣された。ASET には３つ

の研究グループが構成され，その中の１グループが

光電気実装技術を担当した。ポリマー光配線の伝搬

損失は 0。5dB/cm 以下など，初期に想定された課題

の多くは，5 年間の電子 SI の研究活動を通して解決

することができた。  

昨今あらたな視点から光配線が着目されています。

一つは，ポリマー光配線が簡単に曲げられ，軽量だ

という特長から，携帯電話のヒンジ部への導入が関



心を浴びています。国内では光配線のローエンド応

用分野として脚光をあび，多くの企業が参画しまし

た。さらに軽量化の観点から，MOST などの車載Ｌ

ＡＮによる情報化が顕著な自動車用のハーネスとし

て検討が加速しています。二つめは，省エネルギー

化の観点から，高性能なコンピュータにおける高速

信号の伝送用として，光インターコネクションに関

心が寄せられています。さらにサーバ，ルータ等の

冷却効率を改善するのに，配線密度が高い光配線が

注目されています。 

このように，光配線が有するポテンシャルの高さ

は誰しも納得できるところです。国家プロジェクト

が開始された当初想定された多くの課題は解決への

方向に進みました。ポリマー光配線の研究開発には

２０社近くの素材関連の企業が参入し，標準化活動

も世界をリードしています。電気光学効果など非線

形ポリマーの研究プロジェクトも新たにスタートし

ています。しかしながら，光インターコネクション

はいまだ実用化へ大きくテイクオフするに至ってい

ません。現実には何が実用化への障害になっている

かを，大学，企業，独立行政法人研究所の研究者，

学生，ユーザーとして本技術に興味を持っている

方々に積極的に参加していただいて，明らかにして

いきたい。委員会活動で中心になっていただいてい

るのは，幹事および専門委員の方々です。時限研究

専門委員会という特典を活用して，タイムリーな研

究テーマを設定し，魅力ある講演者を選ぶ重要な活

動をお願いしています。本時限研究専門委員会の活

動を通して，この分野に関わる研究者およびユーザ

ーが交流，情報交換，相互啓発を行い，材料・デバ

イス・実装・システムに関する幅広いテーマについ

ての研究を促進できればと考えています。 
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短信 

「2011 年総合大会へのお誘い」 

大会運営委員長 

日比野 善典 （ＮＴＴエレクトロニクス） 

 

来年の総合大会は 2011

年 3 月 14 日（月）～17 日

（木）の 4 日間，東京都市

大学（東京）にて，基礎・

境界ソサイエティ，通信ソ

サイエティ，エレクトロニ

クスソサイエティ，情報・

システムソサイエティ，ヒューマンコミュニケーシ

ョングループの 4 ソサイエティ，1 グループの総合

大会として開催されます。 

総合大会の開催・運営をご担当される皆様には引

続き開催準備の労に対して深謝申し上げますと共に，

多くの方々が，本大会でご講演頂き，ご聴講ご参加

賜りますよう，お願い申し上げます。 

本大会においてもエレクトロニクスソサイエティ

では，一般講演に加えて，各研究専門委員会などか

らご提案頂いた公募シンポジウムが企画されます。

電磁界理論関連では「電磁波散乱に対する解析的お

よび数値的方法」と題して，解析的および数値的方

法の最近の進展と今後の課題について議論され，機

構デバイス関連では「接触・接続技術および電気接

点現象の課題と展望」と題して，電気・光信号の接

続技術および電気接点現象に関する研究状況や課題

を広く議論するとともに，今後の展望について意見

や情報交換を行う予定です。磁気記録・情報ストレ

ージ関連では，「情報ストレージのための最新要素技

術と動向」と題して，磁気記録技術，光記録技術，

および，それらを支える要素技術と，その最新動向

について議論します。 



依頼シンポジウムでは，光エレクトロニクス，レ

ーザ・量子エレクトロニクス，シリコン・フォトニ

クス，次世代ナノ技術関連が共同で「ナノフォトニ

クス技術のアクションアイテムズ」と題して，ナノ

フォトニクス技術について情報通信，光配線，セン

サーなど幅広い分野への応用と将来展望などについ

て議論されます。また，光エレクトロニクス，レー

ザ・量子エレクトロニクス関連が共同で「家庭内ネ

ットワーク〜インターコネクションに向けた短距

離・ 高速光通信用デバイス・コンポーネント技術」

と題して，近距離光通信を支えるデバイス・コンポ

ーネントの研究開発の最新動向について幅広く議論

し，当該分野の研究開発を一層加速させることをめ

ざし，「シリコンフォトニクスに関わるアクティブデ

バイス」のシンポジウムでは，光源，変調器，光検

出器などのアクティブ光デバイスに関わるシリコン

フォトニクスのポテンシャルを議論します。 

チュートリアルとしては，「超伝導エレクトロニク

スの”これまで”と”これから” −超伝導発見 100

周年を記念して−」，「電子デバイスおよび集積シス

テムにおける雑音の解析・抑制・応用に関する最先

端技術」が企画され，大会 2 日目午後にはプレナリ

ーセッションとして，特別講演，活動功労表彰式，

学生奨励賞授賞式などが予定されます。 

また，大会委員会特別企画では，「電子情報通信分

野におけるワークライフバランスの現状と課題」，

「災害リスクを定量化するプロフェッショナル—巨

大都市のキャタストロフィーリスクへの挑戦—」など

についての講演などが行われます。 

講演登録・原稿の締切日は平成 23 年 1 月 5 日（水）

17:00（厳守）となっております。ご講演・ご聴講，

大会プログラムなどの情報は下記 URL をご覧下さ

い。http://www.toyoag.co.jp/ieice/G_top/g_top.html 

索引機能付プログラムは 2 月 28 日公開予定です。

講演，聴講の事前準備等のため，DVD 論文集は講演

者・予約聴講者に事前発送されます。（尚，シンポジ

ウム課題等は 11 月現在の情報を基にしており，開催

時のプログラムと若干異なる場合がありますことを

ご了承下さい） 
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● エレソからのお知らせ 

◆ エレクトロニクスソサイエティ学生奨励賞に 

ついて 

2011 年総合大会（2009 年 3 月 14 日～17 日，東京都 

世田谷区，東京都市大学）において，第 8 回エレク

トロニクスソサイエティ学生奨励賞の審査を行いま

す。本賞はエレクトロニクス分野に関する優秀な発

表（一般講演，シンポジウム講演）を行った学生員

に対して贈呈するものです。概要は以下の通りとな

っております。 

 

＊ 選定対象者：次のすべての条件を満たす方。 

（1）講演時に電子情報通信学会の学生員であること。 

（2）講演申込の際に筆頭著者かつ講演者として登録 

し，かつ実際に講演を行った者。 

（3）過去に電子情報通信学会の学術奨励賞，及び本 

賞を受けたことがないこと。 

（4）表彰時に電子情報通信学会の会員であること。 

 該当者は自動的に本賞の選定対象者として登録さ

れますので，申込み手続きは不要です。 

 

＊表彰：2011 年ソサイエティ大会のエレクトロニク

スソサイエティのプレナリーセッションにおいて，

下記 3 分野それぞれについて 2 名の方に表彰盾およ

び賞金（30，000 円）を贈呈します。 

イ。電磁波およびマイクロ波 

ロ。化合物半導体および光エレクトロニクス 

ハ。シリコンおよびエレクトロニクス一般 

◆シニア会員の申請について 

シニア会員の申請が 10 月 1 日から開始になります。 

申請期間：2010 年 10 月 31 日～2011 年 1 月 31 日 

     http://www.ieice.org/jpn/senior/index.html  

申請資格：本会会員として原則在籍累計５年以上で， 

本会が関連する技術分野に原則 10 年以上従事して 

いる正員。 

申請方法：シニア会員申請ページからの自己申告です。 

 

◆エレクトロニクスソサイエティ会員数の推移 

（2010 年 11 月末まで） 

エレクトロニクスソサイエティの現状を会員の皆

様にご理解いただくため，エレクトロニクスソサイ

エティ登録会員数の推移を掲載しております。皆様

の会員増強活動へのご協力をお願いいたします。 

エレソ登録会員数の推移 

名誉員 正員 学生員海外正員 海外学生員 合計
2009年4月 44 6,155 502 266 61 7,028

5月 43 6,148 528 269 66 7,054
6月 43 6,153 546 271 68 7,081
7月 42 6,156 574 282 71 7,125
8月 42 6,163 669 286 75 7,235
9月 42 6,164 698 290 81 7,275
10月 42 6,171 717 300 88 7,318
11月 42 6,158 717 301 91 7,309
12月 41 6,118 726 304 94 7,283

2010年1月 40 6,104 757 306 103 7,310
2月 40 6,093 796 311 110 7,350
3月 40 5,979 733 313 112 7,177
4月 40 6,243 462 348 81 7,174
5月 42 6,213 508 361 92 7,216
6月 42 6,231 547 375 97 7,292
7月 42 6,240 620 379 103 7,384
8月 42 6,260 658 384 107 7,451
9月 42 6,271 699 388 113 7,513
10月 42 6,238 740 391 117 7,528

11月 42 6,224 752 405 132 7,555  

 

◆Newsletter 魅力的な紙面づくりにご協力下さい 

本 Newsletter は，会長，副会長からの巻頭言や論

文誌編集委員長，研究専門委員会委員長からの寄稿

を中心に，年 4 回発行させていただいております。

今後，さらに魅力的な紙面づくりを進めるため，エ

レクトロニクスソサイエティでは，会員の皆様から

企画のご提案やご意見を募集いたします。電子情報

通信学会エレクトロニクスソサイエティ事務局宛に

ご連絡をお願いいたします。 

http://www.ieice.org/es/jpn/secretariat/index.html 

 

◆ エレソ News Letter は年 4 回発行します。次号は 2011

年 4 月発行予定です。（企画広報担当:山田） 


